
事業概要
空き家と荒廃・遊休農地という二つの地域課題の解決を図ることを目的に、地域住民組織やNPO、農業技術者、その他外部専門家
等が連携して、「農ある暮らし」を求める移住希望者に対応した仕組みづくりを行った。

取組内容及び成果

〇空き家、荒廃・遊休農地の調査・掘り起こし 等

〇関係人口創出に向けた遊休農地の再生プロジェクトの試験的実施

〇地域住民向けセミナー、移住者向けの情報発信の強化・充実

活動地域 兵庫県宝塚市

事業
スキーム

事業者情報

団体名 宝塚市西谷地区まちづくり協議会

所在地 宝塚市大原野字炭屋1番1

設立時期 1994年7月

団体ＨＰ https://nishitani-iju.com/

宝塚市西谷地区まちづくり協議会
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• 西谷自治会連合会と
連携し、空き家等の情
報収集を実施

• モデル地区において
農地所有者アンケート
を実施し、現在の農業
従事状況や今後の空
き農地の発生見込み
を把握

• 都市計画法、農地法
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地域と移住者の
つなぎ役

専門知識
を補完

• JA兵庫六甲宝塚市果樹研究会と連
携し、長年放置されている遊休栗園を
再生するプロジェクトを立ち上げ

• 市街地居住者で農業や地域に関心が
ある人が多数応募

• 移住したい、農地を借りたいという人も
いて、空き家ツアーにも参加

など法規制等の整理、農地等の賃貸借契約書のひな型の作成
• 自治会長の積極的な関わりを促進、地域内での連携強化

• 地域住民の空き家等への取組みの機運醸成を図るため、空き家対
策セミナー・個別相談会を開催と各活動のチラシ等紙媒体の作成

• 対外的な認知拡大に向けて、西谷の移住情報サイトでの情報充実
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宝塚市西谷地区まちづくり協議会

• 西谷地区は、都市部に近い一方で昔ながらの農村風景が広がることが魅力で、日本家屋風
の物件での暮らしを求める移住希望者が多い

• 昭和40～50年代に建てられた空き家は買い手・借り手がつかず、放置、あるいは解体され
空き地になる傾向

• 農地や山林等の付帯条件もあり、移住希望者のニーズにマッチしていない。
• 買い手・借り手がつきづらい空き家の流通を促進させるためにも、住居の形にこだわらない希
望者をターゲットにして空き家の活用、移住促進を図る

①空き家、荒廃・遊休農地の調査・掘り起こし

〇今後、空き農地が増える見込み

• 一つの集落をモデルに、農会の協力を得て、
農地所有者50名（有効回答48名）へのアン
ケートを実施。

• 現在は、農業に従事、あるいは家庭菜園程度
で実施、人に貸している状況であるが、今後の
農業について、「規模を縮小したい」「近い将来、
農業をやめたい」と回答された方が5割を超え
ており、今後空き農地が増加する見込み。

■所有農地の管理状況

■今後の農業について

0 10 20 30

全ての農作業を行っている

補助的な作業を行っている（ 草刈りや水の管理）

家庭菜園程度である

全く 行っていない

人に貸している（ 一部含む）

〇まちづくり協議会が地域と移住者のつなぎ役になり、空き家等の掘り起こし

• 西谷自治会連合会と連携し、空き家調査を実施。
• 各自治会長から少しでも情報が集まるように新たに簡易調査票を作成。（空き
家の管理状態や所有者等の意向等のみの把握）

• 市内の不動産事業者と連携し、物件情報の整理、価格設定など専門知識を
補完する体制を構築。

• 空き家等の掘り起こしを協議会が行うことで、地域の情報を収集しやすく、不
動産価値が低い地域でも不動産事業者が関わりやすくなっている。

• 4名の自治会長が積極的に本プロジェクトに関わりを持つようになり、空き家所
有者への意向把握などを行うようになった。

• 新たに農地付空き家6軒（うち1軒は農地＋山林付）を含め、12軒の空き家物
件を掘り起こし。

■不動産事業者と関係者での協議
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宝塚市西谷地区まちづくり協議会

• 地区全域が市街化調整区域であり、農地や山林等の
付帯条件付物件も多い。

• 農業を始めたい人など多様な移住希望ニーズに対応
して、プロジェクトのメンバーが最低限把握しておくべき
基礎情報として、法制度等の諸条件を整理・共有。

• 移住希望者等の相談対応に活用。

②法規制等の諸条件の整理・とりまとめ

③農地の賃貸借の仕組みづくり

• 農地に関する賃貸借契約書のひな型を作成（所有者との調整のポイントを整理）。
• 「④関係人口創出に向けた遊休農地の再生プロジェクトの試験的実施」において所有者と調整を行い、栗園（地目：山林）の賃貸
借に関する覚書を締結。

• 所有者の意志を確認し、現在の管理状況を勘案して、賃貸借の期間、賃借する範囲、既存樹木等の取扱い、賃借料、その他制
約条件などを検討を行った。

■宝塚市の条例による市街化調整区域での開発許可
（地区土地利用計画の策定により新規居住者等の住居区域の設定が可能）

（整理内容）
• 都市計画法や開発行為等について
• 登記・相続等について（相続登記の申請の義務化等）
• 農地法等について（農地法の改正による下限面積廃止等）
• 空き家等に係る各種補助メニュー など
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4 週間程度 

■農地法第3条に基づく農業委員会の許可の流れ
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宝塚市西谷地区まちづくり協議会

• JA兵庫六甲宝塚市果樹研究会と連携し、5～10年程度放置されている遊休栗園を再生するプロジェクトを立ち上げ。
• 農業に関心を持った人の地区への関わりをつくり、本プロジェクトでの関わりから、農地や空き家を探す流れを創出することを目指す。

④関係人口創出に向けた遊休農地の再生プロジェクトの試験的実施

〇市街地居住者で農業や地域に関心がある人が多数応募

• 募集から一週間で定員10名を超える人数が応募（参
加者14名で実施）

• 50歳前後が多く、30～70歳台まで幅広い世代が参
加。大半が農業初心者か、自宅や農地を借りて趣味
で農業をしている程度であり、農業を始めるきっかけを
探している。（うち、2名は地域で農地を借りて農業に
従事。令和5年に移住された方も参加。）

• 将来的に副業や趣味で農業を始めたい方、地域住民
と交流がしたい方などが多く、プロジェクトを通じて関係
人口創出に寄与。参加者が地区の情報を知る機会と
なっている。

• 西谷地域で農地を借りたい、移住をしたいと考えてい
る人も参加し、 ⑤空き家ツアーへの参加につながった。

3 0歳台

2

4 0歳台

4
5 0歳台

5

6 0歳台

2

7 0歳台

1

■参加者の年齢 ■これまでの農業経験

農家（ 認定農業者）

0
自宅や農地を

借りて、 趣味

で農業をして

いる

5

農業未経験・

初心者

6

その他

3

●その他の意見
• 今年農地と栗山を取
得したので本格的に
農業をしたい

• 市民農園レベルで農
業と呼べるスケールで
はありません

• 実家の農地の手伝い

0 5 10 15

将来的に本業で農業をしたい

将来的に副業や趣味で農業をしたい

栗の栽培をしてみたい

西谷地域で農地を借りたい

西谷地域への移住を考えている

地域住民の方々と交流がしたい

その他

■興味・関心のあるもの
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宝塚市西谷地区まちづくり協議会

• 移住希望者は随時相談を受け付けを行い、令和5年度で新たに11名が登録。
• 日本家屋風物件を探している方が多いが、新規就農を検討している方も含まれる。
• 随時空き家の紹介等も行い、令和5年度で5組8名が移住された。
• 空き家視察ツアーでは新たに5軒を案内。
• 10組17名が参加。（うち、栗園再生PJ参加者1組3名参加）
• 自治会長が現地で地区の状況などの説明に協力いただいており、地域内での協力体制を構築。

⑤空き家等の視察ツアーの実施

⑥地域住民向け空き家対策セミナーの開催

• 地域住民に空き家等への取組みの機運醸成を図るため、一般社団法人
地方創生パートナーズ（宅建士・司法書士・行政書士・土地家屋調査士で
構成）と連携し、地域住民向けに空き家対策セミナー・個別相談会を開催。

• 今後増加することが見込まれる空き家の対策に向けて、参加された地域
住民に対して、相続土地国庫帰属制度、相続登記申請義務化、自筆証
書遺言書保管制度、空き家対策のポイントなどの情報を提供。

• セミナー参加者15名、うち個別相談者3名。
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⑦情報発信の強化・充実

• 対外的な認知拡大に向けて、西谷の移住情報サイト「宝塚にしたにSMOCCA（https://nishitani-iju.com/）」での情報を充実。
（「栗園再生プロジェクト」及び「取り組み」「移住者の声」のコンテンツページを作成。）

• その他、宝塚市HPでの広報や、兵庫県の「ひょうご北摂移住・定住プロモーションビデオ」への制作協力。

• Webサイトでの広報だけでなく、紙媒体による情報発信も強化。（「栗園再生プロジェクト」及び「空き家視察ツアー」のチラシ作成。）

• 本取組を紹介するリーフレットの作成し、活動の周知と、地域での空き家の掘り起こしや相談先の紹介などに活用。
（東京都内の兵庫県の移住相談窓口「カムバックひょうご東京センター」での発信など）

■西谷地区の移住情報サイト「宝塚にしたにSMOCCA 」の情報充実 ■当活動を紹介するリーフレットの制作


